
別紙3(第7条関係) 

 

会 議 結 果 の お 知 ら せ 

 

 令和５年度第１回宮古市社会教育委員会議を、次のとおり開催しました。 

 

  令和５年12月18日 

 

宮古市社会教育委員会議 

 

 １ 開催日時 

    令和５年12月１日（金）午前10時から午前11時30分まで 

 ２ 開催場所 

    宮古市市民交流センター２階 多目的ホール 

 ３ 議題 

(1) 令和５年度生涯学習事業計画及び社会教育事業計画について 

(2) 令和５年度公民館事業計画について 

(3) 令和５年度図書館事業計画について 

(4) 令和５年度スポーツ・レクリエーション振興事業計画について 

(5) 令和５年度文化事業計画について 

 ４ 会議の概要 

   別紙のとおり 

 ５ 問い合わせ先 

  宮古市教育委員会事務局 生涯学習課 社会教育係 

  電話 ０１９３－６８－９１１９（直通） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



令和５年度 第１回 宮古市社会教育委員会議 会議録 

 

日時：令和５年12月１日(金)10:00～11:30 

場所：市民交流センター２階 多目的ホール 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質疑や意見など 

 

委   員： 資料１－２、地域学校協働本部事業のボランティア人数は、津

軽石小・中が群を抜いて多いが、カウントの方法や理由を教えて

ください。 

 

事 務 局： ボランティア人数は、延べ人数です。登下校の指導、見守りを

毎日活動しているため、多くなっています。 

 

委   員： 資料１－２、部活動指導のところですが、ある小学校で吹奏楽

の指導を行った際に謝金をいただきました。他の学校で同様の指

導を行った際は謝金がありませんでした。講師謝金の支払いに統

一的な決まりがありますか。 

 

事 務 局： 謝金を支払ってでも実施したい事業、または依頼したい講師が

ある場合、謝金を支払って良いことになっています。 

現在は、地域学校協働活動推進員と学校の判断で決めています

が、今後は、一定の目安を示していきたいと思います。 

 

議   長:  学校・家庭・地域連携協力推進事業について、学校から何かご 

ざいませんか。 

 

委   員： 本校の地域学校協働活動推進員には、環境整備や図書ボランティ

ア等を行うときに、お手伝いをいただいています。特にも環境整

備につきましては、ＰＴＡの環境整備とは別な活動として行って

【出席】杉下 奈津子委員、平野 智史委員、鈴木 裕委員、井川 由貴子委員、 

山崎 セツ委員、古舘 誠司委員、小野寺 文雄委員、川崎 賢一委員、 

伊藤 直子委員、村木 トシ子委員、松田 恵美子委員、松田 和夫委員、 

松本 勝徳委員 

【欠席】大志田 憲委員 

 

事務局 伊藤 晃二教育長、佐々木 勝利教育部長、田中 富士春生涯学習課長、

北舘 克彦文化課長、鎌田 祐二川井生涯学習センター所長、 

松下 寛図書館長、刈屋 巧副主幹兼社会教育係長、 

小林 康弘体育振興係長、澤田満穂主査兼社会教育主事 



いますので、大変ありがたく思っています。 

 

委   員： 資料４、スポーツ・レクのところですが、中学校の部活動の地

域移行について、現状と課題を具体的に教えてください。 

 

事 務 局： ９月19日に検討委員会を開催しました。指導者、保護者、本人

それぞれ、部活動に対する考え方が様々あって、競技志向の方も

いれば、レクリエーション的な活動を望む方もいます。保護者か

らは、遠征であったり、試合であったり、普段の部活動において

も送迎が負担という話がありました。また、スポーツ以外では、

芸能の伝承活動における指導者が高齢化しているという話があり

ました。 

今後は、保護者、子ども、競技団体、及び学校にアンケートを

実施し、その結果を集約し、次の検討委員会で議論したいと考え

ています。 

 

委   員： 総合型地域スポーツクラブについて、教えてください。 

 

 

事 務 局： 宮古市には、２つの総合型地域スポーツクラブがございます。 

１つは宮古市体育協会、もう１つはエムジョイです。 

体育協会については、各種の競技団体を束ねていますので、広

い範囲で協力する人材をカバーできるものと思っています。 

エムジョイについては、レクリエーション的な部分で地域に

入ってやっていますので、それぞれの得意分野を生かしながら、

協力を求めたいと考えています。 

 

委   員： 資料４、野外活動センターの利活用ですが、野外活動センター

の完成当初は、大規模なフィールド・アスレチック施設がありま

した。今後、木製遊具を再設置する計画がありますか。 

 

事 務 局： 野外活動センターの運営委員会を再開したところですが、その

ような意見は今のところ出ていません。 

       これまで、地域おこし協力隊を中心に、森のあそび場などのイ

ベントを開催し、常設で遊具を整備しなくても、そのたびにロー

プなどを設置するという手法で、子どもたちに楽しんでもらうこ

とができました。今後も地域の方々にご協力いただきながら、あ

まりお金をかけずに自然体験できる方法を考えてまいります。 

＜11：30 終了＞ 


